研究主題に関する事前調査の実施について

平成○○年○○月○○日

研究推進委員会

ねらい
· 算数学習を中心として、学習に対する興味・関心、得手・不得手意識を他教科と対比したり、学習体験、趣味や学習活動に対する意識との相関を探ることを通して、学習に対する児童の心情や行動の傾向を浮き彫りにする。

· 本年度の研究主題「一人一人の確かな学習の成立を目指す指導法の工夫―算数科の指導を通して」を焦点化し、研究仮説設定のための参考資料として役立てる。

· 研究終末段階に再度学習に対する意識調査を実施し、研究初期段階との児童の意識の変容を明らかにする。

調査内容　　《別紙　調査票参照》

· 設問１　好きな教科
小問　９

· 設問２　得意な教科
小問　９

· 設問３　算数が得意になった理由
小問　９

· 設問４　算数が苦手になった理由
小問　９

· 設問５　算数学習における学習体験
小問１０

· 設問６　好きな遊び
小問１０

· 設問７　好きな学習活動
小問１３

小問合計　　６９問

期　間
· ○○月○○日～○○月○○日の期間内に各学級ごとに実施する。

調査方法
· 調査対象　２学年～６学年全員　　　合計　○○○名　

· 集計方法　・各学級ごとに、別紙集計用紙Ｂ（男女別用紙）を用いて集計する（集計用紙Ｂ１枚で小問３０問まで集計できるので、男女各３枚の集計用紙が必要になる）。

· 各小問ごとに選択肢別回答者数を用紙に記入する。

· 学年主任は、学年の集計を行い、男女別に比率を算出する。

· 研究推進委員会は、別紙集計用紙Ｃを用いて、各小問ごとに学年別、男女別の人数と比率を表にまとめる。

まとめ
· 各小問ごとに男女別、学年別の表を作成する。

· 設問ごとにグラフを作成する。

· 設問ごとに、全体的な傾向、学年による違い、男女の違いについて考察を行い、文章化する。

◆小冊子にまとめる。

調査結果の活用
· この調査結果をもとに研究主題を見直し、研究の視点を明確にする。また、この結果を踏まえた研究仮説を設定する。

· 平成○○年○○月に再調査を行い、今回の調査結果と対比させ、研究期間を通しての児童の変容を探る。

